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　調査の概要

１．調査の方法と内容

２．集計及び区分け等

　〇 データは各都道府県並びに政令指定都市教育委員会、各道府県私立学校所管部署からのデータ

　　 を集計し、一部本協会の調査データを加えた。

　〇 方面別実施状況は、クラス別･班別及び課程別での実施や複数方面にまたがる場合も１校として

　　 集計のため、設置校数・生徒数と一致しない。県によって人数のデータが把握ができていない

　　 ところは、文部科学省学校基本調査のデータを基に参考数値として集計した。

　　 私立校は、前年度同様、所管部署の「把握できている範囲」での回答と本協会独自調査による

　　 データを合わせ、極力実態に近い数値となるようにした。

　〇 海外修学旅行・海外研修とも都道府県の実施校数・参加生徒数は出国数をベースとし、クラス別・

　　 班別及び課程別での実施を件数表示とした。また複数方面にまたがる場合、国別集計では延べ数

　　 でカウントした。

　〇 訪問国は、旅行という観点から大陸区分によったが、グアム・サイパン島は北アメリカに、パ

　　 ラオ・マーシャル諸島はオセアニアに区分した。

　〇 海外研修は語学研修、ホームステイ、教科の特性を生かした実習・研修、姉妹校交流等をまとめ、

　　 研修内容の区分は本協会独自の仕訳によった。

　〇 訪日教育旅行受入状況については、一部地域を除き、各都道府県教育委員会で把握されている

　　 ものを掲載した。

［高等学校］

　〇 学校数は4,774校(本校4,699校、分校75校)で、前年度より17校減少(本校16減、分校1減)している。

　　・公立の学校数は3,438校で、前年度より17校減少(本校16減、分校1減)している。

　　・国立の学校数は15校で、前年度と同数である。

　　・私立の学校数は1,321校で、前年度と同数である。

　　　生徒数は約290万7千人で、前年度より約1万2千人減少している。(中等教育学校を含むと約292万人)

　〇 中等教育学校数は59校(国立4校、公立35校、私立20校)で、前年度から2校増加。

　〇 修学旅行対象学年(全日制2年、定時制3年、専科、別科、中等教育後期課程)の生徒数は約97万2千人

　 　で、前年度から約1万人減少している。

［中学校］

　〇 学校数は9,882校(本校9,801校、分校81校)で、前年度より62校減少(本校63減、分校1増)している。

　　・公立の学校数は9,033校で、前年度より62校減少している。

　　・国立の学校数は68校で、前年度と同数である。

　　・私立の学校数は781校で、前年度と同数である。

　　　生徒数は約314万人1千人で、前年度より約3万7千人減少している。

　〇 修学旅行対象学年(3年生基準)の生徒数は約105万5千人で、前年度より約1万6千人減少している。

　　　　　　　　　　（校数・参加生徒数・旅行方面）

　　　　　　　　　ハ．2024（令和6）年度海外研修実施状況（校数、参加生徒数、実施時期、日数、

　　　　　　　　　　　旅行費用、研修先国、研修内容）

　　　　　　　　　ホ．2024（令和6）年度訪日教育旅行受入状況

　　　　　　　　　ヘ．2025（令和7）年度修学旅行実施基準概要

[　調査の概要　]

　　各都道府県並びに政令指定都市教育委員会、各都道府県私立学校担当部署に、所管する高等学校、

　(1) 調査の期日　2025(令和7)年5月1日現在

　　　　　　　　　二．2024（令和6）年度国内航空機利用修学旅行の実施状況

　　なお、一部実施状況ならびに実施内容を把握できていない箇所については、本協会で独自調査を

　中学校の修学旅行の実施状況等について調査を依頼し、以下のとおりまとめた。

　　　　　　　　　ロ．2024（令和6）年度海外修学旅行実施状況（校数、参加生徒数、実施時期、

　行った。愛知県の私立学校に関しては、愛知県私立中学高等学校協会の協力を得た。

　(2) 調査対象　　各都道府県並びに政令指定都市教育委員会、各都道府県私立学校所管部署

　(3) 調査内容　　イ．2024（令和6）年度全国公私立高等学校・中学校修学旅行方面別実施状況

　　　　　　　　　　　日数、旅行費用、訪問国）

３．２０２４(令和６)年度全国高等学校・中学校の概要

(資料：令和６年度文部科学省学校基本調査) 

－1－

［　調査の概要　］



＜編集後記＞ 

 

 

      『2024（令和 6）年度 全国修学旅行実施状況調査』発刊にあたり 

 

 

 2024（令和 6）年度、修学旅行は平時の姿を取り戻しました。 

 日本全国殆どの学校で従来の修学旅行が実施された“再開の年”と言ってもよい調査結果

となりました。約 3 年半のコロナ禍を乗り越えた修学旅行が、今後益々充実した教育活動と

して発展していくことを切に望みます。 

 

 そのような希望も含めて、今、修学旅行は新たな過度期を迎えていると思います。 

 実施そのものは従来の形を整え再開されていますが、数字では測れない内情が学校現場

から聞こえてきます。「思い通りの修学旅行ができない」「修学旅行の学習効果に疑問を感じ

る」「旅行費用の高騰への不安」等々、修学旅行を取り巻く環境は厳しく、そのための変化

が求められています。 

 

今、学校現場では、これからの修学旅行を持続していくための工夫や取組みが始まってい

ます。 

従来の修学旅行の歴史や文化を尊重しつつも、新しい発想による旅行方面や内容の検討

や、在学期間 3 年間を通じての修学旅行（宿泊行事）の在り方の再考など、今後修学旅行の

新しい可能性が見えてくるかもしれません。そしてそれは修学旅行に関わる全ての人々に

とってより良い方向に進むものであり、何より生徒たちの成長に繋がる大切な文化の未来

像であることと確信しています。 

 

  

 本調査は、これからの修学旅行の変化を伝え続ける資料として今後もより実態に伴った

情報を関係各所にお届けし、皆様にご活用いただけるよう努めてまいります。 

 

 

最後に、本調査の趣旨をご理解賜りご協力をいただいた、各都道府県並びに政令指定都市

教育委員会、各都道府県私立学校担当部署の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 

 

（公益財団法人 全国修学旅行研究協会 調査部 石原輝紀） 



 
 

本報告書のデータは、公益財団法人 全国修学旅行研究協会の公式ホームページ 

【 修学旅行ドットコム（http://shugakuryoko.com/）】内の、「調査・研究活動」 

ページに、PDF 形式で全て掲載しております。 

 

本報告書は毎年（2000 年分より）ホームページ上に掲載しており、最新版は後日 

の掲載となります。（最新版の掲載時期は 2 月を予定） 

 

本報告書とは別に、中学校の調査については、別途、下記三地区の公立中学校の 

修学旅行委員会で実施しているアンケートを集約した「関東・東海・近畿地区 

修学旅行委員会実施状況調査」として同ホームページ内に掲載しております。 
 

・関東地区公立中学校修学旅行委員会 
（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県） 

・東海三県中学校修学旅行委員会 
（愛知県、岐阜県、三重県） 

・近畿中学校長会修学旅行専門委員会 
（滋賀県、京都府、奈良県、大阪府、兵庫県、和歌山県） 
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